
 

 

 

 

令和６年度 

 
 

第４回 香川県公共事業評価委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１０月４日 

 

総括資料 



目        次 

 

【総括資料】 

○ 議事次第                                                             １ 

○ 委員会委員名簿                                                       ２ 

○ 香川県公共事業評価実施要領                                          ３ 

○ 香川県公共事業評価委員会設置要綱                                    ６ 

○ 香川県公共事業評価委員会傍聴要領                                    ８ 

○ 事後評価対象事業総括表                                            １０ 

○ 社会資本総合整備計画等の事後評価について                          １２ 

○ 社会資本整備総合交付金交付要綱等                                  １６ 

 

【別添資料】  

○ 市街地における高速道路ＩＣ等へのアクセス向上による地域活性化支援 

                                                                資料－１４ 

○ 安全で安心して利用できる公園づくりの推進（防災・安全）      資料－１５ 

○ みどり豊かで文化を育むまちづくり（第２期）                  資料－１６ 

○ 防災拠点となる公園づくり（防災・安全）                      資料－１７ 

○ かがわの下水道整備 10 年概成プロジェクト（重点計画）         資料－１８ 

○ 市街地における安全・安心な下水道づくり（防災・安全）（重点計画） 

                                                              資料－１９ 

○ 丸亀市における地域の暮らしを守る安全・安心な下水道づくり 

（防災・安全）（重点計画）                                    資料－２０ 



 

 

令和６年度 第４回 香川県公共事業評価委員会 

 

 

議 事 次 第 

 

 

日 時：令和６年１０月４日（金）１３：３０～ 

場 所：香川県庁 本館１２階 大会議室 

 

 

 

 

   １ 開  会 

 

   ２ 事後評価の審議 

     〇事後評価の説明及び質疑応答（事後評価対象番号１４～２０） 

 

   ３ その他 

 

   ４ 閉  会 

 

 

 

1



 

香川県公共事業評価委員会委員名簿 

（令和６年１０月現在） 

 

 

香川大学 名誉教授            白木  渡   

香川大学創造工学部教授学部長    末永 慶寛  

佐藤好美建築工房主宰        佐藤 好美  

㈱人間科学研究所所長        池田 弘子  

香川大学経済学部准教授       福村 晃一  

(一社)香川経済同友会専務理事    國村 一郎  

香川大学創造工学部准教授      玉置 哲也  

 

 

 

以上 ７委員（敬称略・順不同） 
 

2



 
 

  
 
 
 

 
 

  
   

 
 

 
  

 
 

 
  

 
 

 
  

 
 

   
 

 
 

 
  

 
 

      
 

3



  
 

 
 

  
  

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
    

 
 

  
 
 

 
 

 
 

  
 
 
 

 

4



  
 

 
 
  
    
     

5



6



7



 

8



 

 

 

 

 

 

 

 
 

9



令和６年度　事業評価 【事後評価】 対象事業総括表（交付金事業）

14

社会資本総合整備計画

市街地における高速道路ＩＣ等へのアクセス
向上による地域活性化支援

香川県、
観音寺市

観音寺市
2020
(R2)

2024
(R6)

有 【資料14】

15

社会資本総合整備計画

安全で安心して利用できる公園づくりの推進
（防災・安全）

香川県 高松市他3市
2020
(R2)

2024
(R6)

有 【資料15】

16
社会資本総合整備計画

みどり豊かで文化を育むまちづくり（第２期）
高松市 高松市

2020
(R2)

2024
(R6)

有 【資料16】

17
社会資本総合整備計画

防災拠点となる公園づくり（防災・安全）
丸亀市 丸亀市

2019
(R元)

2022
(R4)

無 【資料17】

18

社会資本総合整備計画

かがわの下水道整備10年概成プロジェクト
（重点計画）

香川県
他11市町

高松市
他16市町

2018
(H30)

2022
(R4)

有 【資料18】

19

社会資本総合整備計画

市街地における安全・安心な下水道づくり
（防災・安全）（重点計画）

高松市 高松市
2018
(H30)

2022
(R4)

有 【資料19】

20

社会資本総合整備計画

丸亀市における地域の暮らしを守る安全・安心
な下水道づくり（防災・安全）（重点計画）

丸亀市 丸亀市
2018
(H30)

2022
(R4)

有 【資料20】

評価対象番号1～6は第１回委員会、評価対象番号7～1３は第３回委員会で審議済み

評価
対象
番号

事　業　名 事業主体 事業実施箇所 着手年度
継続
計画

資料名
事業完了
予定年度

10



令和６年度　事業評価　【事後評価】対象事業総括表（交付金事業）【詳細版】
令和６年10月現在

単位
当初

現況値
最終

目標値
達成値 達成率

14

社会資本総合整備計画

市街地における高速道路ＩＣ
等へのアクセス向上による
地域活性化支援

香川県、
観音寺市

767
2020
(R2)

2024
(R6)

有

高速道路IC、工業団地等へのアクセス道路
の整備を行い、利用者の移動の利便性を
図る。

・現道拡幅：L=0.7km 【一定の効果があった】

・黒渕工区において道路拡幅工事を実施し、
令和8年度供用開始に向け、着実に工事の
進捗を図ることができた。

【概ね計画どおり進捗】

・進捗率（事業費ベース）　97.9%

・地権者や地元関係者との協議
に不測の日時を要し、一部進捗
が遅れているが、事業全体では
概ね計画どおり進捗している。

ICから工業団地までの所要時間の短縮率

時間短縮率(%)＝(1-(完成後の所要時間)／(現況の所
要時間))×100

% 0 1 0 0%

【継続】

・令和8年度の黒渕工区の供用開始及び令
和10年度の全事業区間の供用開始を目指
し、引き続き、高速道路IC、工業団地等への
アクセス道路の整備を行い、利用者の移動
の利便性を図る。
・計画目標どおりの予算確保に努める。

【資料14】

15

社会資本総合整備計画

安全で安心して利用できる
公園づくりの推進
（防災・安全）

香川県 515
2020
(R2)

2024
(R6)

有

公園施設長寿命化計画に基づく施設の改
築・更新を計画的に実施し、適切な公園施
設の管理を行うことにより、公園利用者の
安全・安心を確保する。

・施設の改築・更新
　　N=5箇所
・長寿命化計画変更
　　N=3箇所

【十分な効果があった】

・公園施設長寿命化計画に基づき、計画期
間中に改築・更新を予定していた全5箇所の
公園において施設の改築・更新を実施し、公
園利用者の安全・安心を確保した。

【計画どおり進捗】

・進捗率（事業費ベース）
　92.2%

・予算確保が十分でなかった部
分については単独費で対応し、
計画どおり進捗している。

更新・改築が必要な公園の対策実施率

対策実施率＝改築・更新済公園数／改築・更新予定
公園数

% 0

(0/5)
公園

100

(5/5)
公園

100

(5/5)
公園

100%

【継続】

・公園施設長寿命化計画に基づき、施設の
改築・更新を引き続き実施し、適切な公園施
設の管理を行うことにより、公園利用者の安
全・安心を確保する。
・計画目標どおりの予算確保に努める。

【資料15】

整備した公園の利用者数 人 0 57,000 49,500 87%

公園から排出される雨水流出量の削減 ｍ3/S 0.2 0.07 0.09 85%

整備路線における歩行者数 人 3,943 4,650 3,943 0%

ユニバーサルデザイン化に対する利用者満足度 % 0 80 0 0%

来街者の中央公園利用割合 % 5 30 5 0%

災害時の消防隊等の集結地として大型車両等駐車ス
ペースの確保

台 0 60 89 148%

災害緊急物資の搬入、搬出等に伴う大型トラック等駐
車スペースの確保

台 0 60 89 148%

①下水道処理人口普及率（％）
=下水道を利用できる人口（人）/総人口（人）

％ 44.1 47.0 46.6 86%

②下水道整備率（％）
＝整備面積(ha)/アクションプランに基づく整備予定面
積(ha)

％ 0.0 19.0 18.9 99%

・浸水対策事業
　実施設計
　雨水管渠 L=4.5km
　日新ポンプ場（新設）
　福岡ポンプ場（増設）
　放流渠（新設）

【一定の効果があった】

中心市街地西部地区において、事業の主要
部分であるバイパス幹線の整備が完了し
た。ポンプ場供用まで貯留施設(14,000 )と
して暫定供用を予定。
中心市街地東部地区においては、福岡ポン
プ場のポンプ設備の増設が完了し、供用を
開始した。

都市浸水対策達成率

浸水対策完了済み面積（ha）/ 浸水対策を実施すべき
面積(ha)

％
48.8

（2,853.5/
5,846.9）

49.1
（2,872.5/
5,846.9）

48.8
（2,853.5/5,

846.9）
【ha】

0%

 【継続】
・浸水対策事業については、個別補助事業と
して,引き続き、日新ポンプ場の整備を行い、
中心市街地西部地区における排水能力の増
強に努める。
また整備の完了までに一定の期間を要する
ことから、バイパス幹線を貯留施設として暫
定供用を行うほか、関係部署と連携を図り、
市民への避難情報の発信などのソフト対策
と合わせ、浸水被害の軽減に努める。

・下水道総合地震対策事
業
　マンホール浮上抑制荷
重、消散弁

緊急輸送路等に埋設されたマンホールの浮
上防止対策を実施し、流下機能や交通機能
の確保ができた。引き続き、継続して事業を
実施する。

地震時の下水道施設（マンホール）における浮上防止
対策率

総合地震対策計画に基づいて対策した施設数（施設） 
/ 対策の必要がある施設数（施設）

％
0

(0/267)
28.1

(75/267)

19.5
(52/267)

【基】
69%

・下水道総合地震対策計画に基づき、マン
ホールの浮上防止対策を実施し、流下機能
や交通機能の確保に努める。

・ストックマネジメント支援
制度
　更新、長寿命化
（川西川・郷東ポンプ場）

川西川ポンプ場のポンプ設備の更新が完
了、長寿命化率の向上を図った。

下水道施設（雨水ポンプ場）における長寿命化率

ストックマネジメント計画に基づいて改築更新した施設
数(施設) / 改築更新の必要がある施設数（施設）
＝　２／２　（川西川ポンプ場主ポンプ設備、電気計装
設備）

％
0

(0/2)
100

(2/2)

100
(2/2)

【施設】
100%

 ・ストックマネジメント計画に基づき、施設の
計画的な改築更新を行う。

20

社会資本総合整備計画

丸亀市における地域の暮ら
しを守る安全・安心な下水道
づくり（防災・安全）（重点計
画）

丸亀市 1,050
2018
(H30)

2022
(R4)

有

下水道施設の老朽化対策や浸水地区の解
消を行い、安全・安心な市民生活の確保を
図る。

・城西ポンプ場
　雨水ポンプ改築
・城北ポンプ場
　雨水ポンプ改築
・塩屋ポンプ場
　雨水ポンプ改築

【十分な効果があった】

・雨水ポンプ場施設の老朽化対策について、
対策が必要な排水面積449haのうち、449ha
の改築工事を実施し、浸水リスクの低減化
が図れた。

【計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）
100.1%

整備計画期間内で改築時期を迎える雨水ポンプ場に
流入する排水面積のうち、改築により浸水リスクの低
減ができた排水面積の割合

雨水ポンプ場の対策をした排水面積（ha）／対策が必
要な排水面積（ha）

％
0

(0/449)
100

(449/449)

100
(449/449)

【ha】
100%

【継続】

・令和５年度からは、社会資本総合整備計画
「丸亀市における地域の暮らしを守る安全・
安心な下水道づくり（防災・安全）（重点計
画）（第２期）」に移行し、引き続き改修工事
等を進めており、施設の延命化を図ること
で、浸水リスクの低減を目指している。

【資料20】

19

社会資本総合整備計画

市街地における安全・安心な
下水道づくり（防災・安全）
（重点計画）

高松市 5,061
2018
(H30)

2022
(R4)

有

下水道施設の浸水及び地震対策を図り、
市民の安全・安心な暮らしを守る。

【概ね計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）　46.1%

・個別補助を含む進捗率（事業費
ベース）　100%

・中心市街地浸水対策計画に基
づき、概ね計画通り進捗した。事
業費ベースでの進捗率は低くなっ
ているが、令和２年度以降、要素
事業A07-001、A07-005雨水管
渠・日新ポンプ場整備、要素事業
A07-007_郷東ポンプ場改築は国
交省の個別補助事業にて実施し
ている。個別補助に移行した事業
費は、2,730百万円であり、これを
考慮すると進捗率は100％であ
る。

【資料19】

【完了】

・平常時において、市民の身近なスポーツ活
動の場、大規模イベント時等の臨時駐車場と
して利活用を促進し、適切に施設管理を行っ
ていく。
・暫定整備箇所については、引続き市単独事
業として用地取得、整備完了を目指す。

【資料17】

18

社会資本総合整備計画

かがわの下水道整備10年概
成プロジェクト（重点計画）

香川県
他11市町

4,864
2018
(H30)

2022
(R4)

有

生活環境の改善や、公衆衛生を向上させ
ることにより、地域の安全・安心を創出する
とともに、瀬戸内海をはじめとした公共用水
域の水環境を保全する。

・管渠新設　L=39km
・管渠測量、実施設計

【一定の効果があった】

・管渠の新設を行ったことで、下水道処理人
口普及率が2.5%増加し、下水道整備面積が
18.9%増加した。
これにより、トイレの水洗化や汚水の排除が
進むとともに、生活環境が改善され、河川や
海などの公共用水域の水質保全に寄与し
た。

【計画通り進捗】

・計画通りに進捗した。

・進捗率（事業費ベース）　99.3%

【継続】

・公共用水域の水質保全と生活環境の改善
を図るために、地域の実情を踏まえた中長
期的な視野で、下水道を整備しておかなけれ
ばならないと判断された区域においては、今
後とも重点的かつ効率的に事業を実施して
いく。

【資料18】

【継続】

・市内の1人当たりの公園面積の少ない小学
校区において、住区基幹公園の整備を進め
ていくが、人口減少・少子高齢化が進展する
中、公園利用者の減少や公園愛護会などの
ボランティアの担い手不足といった課題が顕
在化しているため、今後は既存公園の廃止
や統合、既存公園の再整備も合わせて検討
しつつ、公園の整備を進めていくとともに、計
画目標通りの予算確保に努める。

16 【資料16】

都
市
計
画
課
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社会資本総合整備計画

防災拠点となる公園づくり
（防災・安全）

丸亀市 1,236
2019
(R元)

2022
(R4)

無

丸亀市総合運動公園は丸亀市の中央部に
位置し、スポーツ活動を中心とした総合的
なレクリエーション空間として整備している
が、近いうちに発生が懸念されている南海
トラフ地震など大規模災害に対する備えを
緊急に整備する必要がある。
そのため、丸亀市地域防災計画に基づき、
本公園を広域防災拠点と位置づけ、平常
時は多目的広場として、災害発生時には広
域的な救護救援活動、復旧・復興活動等の
活動拠点として整備を行う。

・屋根付き広場整備
　　A=600㎡
・トイレ等整備
　　A=78.54㎡
・駐車場等整備
　　A=5,127㎡
・多目的広場整備
　　A=14,760㎡

【十分な効果があった】

・丸亀市地域防災計画に定められた、大規
模地震等被災時における広域防災拠点とし
て、避難所等へ緊急物資を輸送するための
荷捌き場所や、救援隊やボランティア等の駐
車場や集結地として活用できる場所が確保
できた。

【概ね計画通り進捗】
・進捗率（事業費ベース）82.7%

・一部用地の買収について、交渉
が不調となっているものの、施設
機能に大きな影響はなく、実施事
業の進捗はおおむね計画通り進
捗した。

有

第二次高松市みどりの基本計画に基づき、
一人当たりの公園面積の少ない小学校区
に住区基幹公園の整備を行い、地域住民
の憩いと交流の場を提供することや、歩行
者空間に緑化施設を充実させることにより
潤い豊かな歩行者空間を整備し人の流れ
を創出するとともに、グリーンインフラの特
性を生かした施設を整備することにより、防
災・減災対策を図る。
また、高松市中心市街地に位置する中央
公園（地区公園）において、公募設置管理
制度による公園北側エリアの再整備に併
せて、公園全体の機能や配置の再編を図
ることで、公園の魅力向上と中心市街地の
活性化を図る。

・公園施設の改築・更新
　　N=14箇所
・住区基幹公園の整備
　　N=４箇所
・公共公益施設の緑化
　　31路線
・中央公園再整備
　　A＝3.5ha

【一定の効果があった】

・1人当たりの公園面積の少ない小学校区に
おいて、新規公園3箇所の開設により、地域
住民に憩いと交流の場を提供することができ
た。

【概ね計画通り進捗】

・進捗率（事業費ベース）
　90％

・予算確保が十分でなかった部
分については次年度に確保し整
備を進めるため概ね計画どおり
進捗している。

社会資本総合整備計画

みどり豊かで文化を育むま
ちづくり（第２期）

高松市 756
2020
(R2)

2024
(R6)

⑨ 事業効果の発現状況⑧ 事業概要
⑩ 要素事業の進捗状況

⑥
継続
計画

⑦ 計画の目標

下
水
道
課

備考
⑫ 定量的指標の現況値及び目標値 ⑬ 実現状況

⑭ 今後の方針所属 No.
① 事業名

（計画の名称）

②
事業
主体 ⑪ 定量的指標

③ 全体
事業費
（百万
円）

④
着手
年度

⑤
完了
年度
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社会資本総合整備計画等の

事 後 評 価 に つ い て
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社会資本整備総合交付金事業について
◆国土交通省所管の個別補助金を一つの交付金に原則一括化し、自由度が高く、 創意工夫を

生かせる総合的な交付金として、平成22年度に創設

◆地方公共団体が地域の課題を自ら抽出して作成する「社会資本総合整備計画」に基づき、

計画の目標実現のための､ 基幹的な社会資本整備事業のほか、関連する社会資本整備や

ソフト事業等を総合的・一体的に支援 （ハード・ソフトの両面からトータル支援）

◆社会資本総合整備計画に位置付けられた事業の範囲内で国費を自由に充当可能

概

要

○基幹となるハード整備
（道路､治水､港湾､下水道､都市公園､住環境整備 等々）

○基幹事業と一体的に行う他種のハード整備
（関連する各種の社会資本整備事業）

○計画の目標実現のため基幹事業等と一体となって、
基幹事業の効果を一層高める事業 （ソフト事業を含む）

基 幹 事 業

関 連 事 業

効果促進事業

社会資本
総合整備
計 画 書

目標実現のため
複数の事業を

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ化して採択
★計画の名称 ★計画（ﾊﾟｯｹｰｼﾞ）の目標 ★計画の期間 （概ね３～５年で設定）

★目標達成のため必要な交付対象事業 ★全体事業費

★事業効果の把握及び評価に関する事項
（ 定量的な成果指標 ： 現況値 ⇒ 中間目標値 ⇒ 最終目標値 ）

事後評価（計画期間終了時）
①要素事業の進捗 ②事業効果の発現状況
③最終目標値の達成状況 ④今後の方針

事後評価の結果を次期計画に反映
同種事業の計画策定･事業運営に反映

香川県
公共事業

評価委員会
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事後評価書 （見本）

社会資本総合整備計画（水の安全・安心基盤整備）
1 総合的な土砂災害対策の推進（防災・安全）

平成22年度　～　平成26年度　（5年間）

・人命と財産を守るための砂防施設等の整備（安全・安心の向上）
・土砂災害警戒区域等の指定促進

　１．事業効果の発現状況 ：　十分な効果があった　　（　一定の効果があった　・　効果がなかった　）

・土砂災害を受ける恐れのある人家 1,161戸を保全する。
・土砂災害を受ける恐れのある災害時要援護者施設 6箇所を保全する。

（H22当初） （H24末） （H26末）
砂防施設の整備に伴い土砂災害から保全される人家数 目標値： 13,790 戸 14,568 戸 14,951 戸

達成値： 14,800 戸 87.0%

砂防施設の整備に伴い土砂災害から保全される災害時要援護者施設数 目標値： 55 箇所 57 箇所 61 箇所
達成値： 59 箇所 66.7%

Ａ１　砂防事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-A1-1 砂防 一般 香川県 直接 － 東かがわ市 82 20 24.4% 予算が確保できなかった

1-A1-2 砂防 一般 香川県 直接 － 砂防堰堤工2基 東かがわ市 200 20 10.0% 用地難航箇所

1-A1-3 砂防 一般 香川県 直接 － 砂防堰堤工1基 東かがわ市 112 112 100.0%

394 152 38.6%

Ａ２　地すべり対策事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-A2-1 地すべり 一般 香川県 直接 － 横ボーリング工、アンカー工 仲多度郡まんのう町 81 81 100.0%

1-A2-2 地すべり 一般 香川県 直接 － 横ボーリング工 高松市 42 42 100.0%

123 123 100.0%

合計 517 275 53.2%

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 進捗率 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
香川県、東かがわ市、多度津町、土庄町、坂出市、善通寺市、小豆島町、宇多津町、さぬき市、高松市、丸亀市、三豊市、観音寺市、三木町、直島町、綾川町、琴平
町、まんのう町

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値 中間目標値 最終目標値

進捗率
（事業費ベース）

55.0%

7.09%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
538百万円 Ａ 517百万円 Ｂ 百万円 Ｃ 21百万円

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
3.90%

交付対象事業

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名
全体事業費

（百万円）

上日開谷川通常砂防事業 砂防堰堤工1基

大楢川通常砂防事業

森兼川通常砂防事業

小計（砂防事業）

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名
全体事業費

（百万円）

横畑地区地すべり対策事業

桧地区地すべり対策事業

小計（地すべり対策事業）

番号 事業者 種別等 要素となる事業名 事業内容 市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

Ｂ275百万円

土砂災害から保全される人家が1,010戸、災害時要援護者施設が4箇所増加するといった効果や、地元説明会を行うことによって、県民の方々に土砂災害に対する認識を深めていただけるといった定性的な効果も確認した。
効果促進事業においても、各市町の土砂災害ハザードマップが完成・各家庭に配布され、自治会の集会などで自宅付近の危険箇所や避難場所等を確認したり、近隣に完成した砂防施設の効果を認識していただくなど、
一体的に実施した成果を確認した。

備考達成率

実施事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
296百万円 Ａ 百万円 Ｃ 21百万円

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

実施事業費

（百万円）

実施事業費

（百万円）

実施事業費

（百万円）

見 本
⑨事業効果の発現状況

⑫～⑬最終目標値の達成状況

⑩各要素事業の進捗状況

計画通り進捗しなかった理由

実際の実施期間を記載
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事後評価書 （見本）

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-C1-1 計画･調査 一般
東かがわ

市
直接 - 東かがわ市 3 3 100.0%

1-C1-2 計画･調査 一般 多度津町 直接 - 多度津町 14 14 100.0%

1-C1-3 計画･調査 一般 土庄町 直接 - 土庄町 4 4 100.0%

合計 21 21 100.0%

番号 備考

1-C1-1

1-C1-2

1-C1-3

その他関連する事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

砂防 一般 香川県 直接 － 西谷上川通常砂防事業 砂防堰堤工1基　 45 45 100.0%

砂防 離島 香川県 直接 － 平野川西川通常砂防事業 砂防堰堤工1基 25 0 0.0% 予算が確保できなかった

総流防 一般 香川県 直接 － 香川西部圏域総合流域防災事業 38 38 100.0%

合計 108 83 76.9%

要素事業の事業進捗

　　計画通り進捗　（　概ね計画通り進捗　・　進捗が不十分　）

・一部、予算確保が十分でなかったため進捗が遅れているところもあるが、ほぼ計画通り進捗している。

・用地難航箇所においては、地権者に対する説明回数を増やし、ようやく納得していただいた。

２．今後の方針

　　継続　（　計画見直し　・　完了　）

・整備計画としての適切性の評価による次計画での見直し事項

・遅延対策

・次計画における改善策（目標値が達成できなかった場合）

番号 事業者 種別等 要素となる事業名 事業内容 市町村名

ハザードマップ ハザードマップ作成
東かがわ市における土砂災害ハ

ザードマップの作成

ハザードマップ ハザードマップ作成
多度津町における土砂災害ハ

ザードマップの作成

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名

ハザードマップ ハザードマップ作成
土庄町における土砂災害ハザー

ドマップの作成

一体的に実施することにより期待される効果

ハザードマップの公表により、災害時における住民の適切な対応を促し、土砂災害の軽減を図る。

ハザードマップの公表により、災害時における住民の適切な対応を促し、土砂災害の軽減を図る。

A'

高松市

小豆郡小豆島町

法面工1式 仲多度郡多度津町

ハザードマップの公表により、災害時における住民の適切な対応を促し、土砂災害の軽減を図る。

全体事業費

（百万円）

Ｂ' Ｃ' 3.25%
(Ｃ+Ｃ')／（(Ａ＋Ａ')＋(Ｂ＋Ｂ')＋(Ｃ＋Ｃ')）

(Ｃ+Ｃ')／（(Ａ＋Ａ')＋(Ｂ＋Ｂ')＋(Ｃ＋Ｃ')）

Ａ' 108百万円

実施事業費

（百万円）

全体事業費

（百万円）

実施事業費

（百万円）

Ａ' 83百万円 Ｂ' Ｃ' 5.54%

⑩進捗状況（まとめ）

⑭今後の方針

見本
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